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学級、学校づくりの２学期に向けて
＜みんなの学校をみんなでよりよく創ろう～全校一斉道徳＞
本年度の折り返しとなる１０月６日１限に体育館で全校一斉道徳

として、｢よりよい学校づくりに向けたワークショップ型授業｣を行
いました。授業では、年度当初に２，３年生にとった学校づくりに
向けたアンケートの結果紹介をしました。その後、｢生徒も先生も
みんなが毎日楽しく、愛知県１番の学校にしていくためにどのよう
な学校を創ったらよいか｣について、個人で、そして５～７人程度の

グループで話し合いをして、意見や考えをグルーピングしました。最後にグループで学校づ
くりへの提言として宣言文をまとめ、全体で発表し合いました。
以下に活動の様子とアンケート結果(７月末実施)、宣言文を紹介します。

※師崎中学校のよいところ、自慢できるところ（多数意見）※
【３年生】
・あいさつ、返事ができる ・自然豊か、海山が近い ・みんなの仲が良い
・明るい人が多い ・先生と生徒の仲が良い、しゃべりやすい、距離が近い
・ボランティア活動が盛ん、多くの人がしている
【２年生】
・あいさつができている ・先輩、後輩の仲が良い、仲が良い、男女の仲が良い
・ボランティアなどはいろいろな人が積極的 ・みんな明るい、元気
・先生との仲が良い、会話が多い
【１年生】

・自然がいっぱい、海山が近い、環境が良い ・元気にあいさつができている
・みんなが元気・みんながとてもフレンドリー、仲が良い
・先生と生徒の仲が良い ・先輩、後輩の仲が良い、仲が良い

堂々とした３年宣言文発表

師崎中学校

学校だより Cobalt

94%の生徒が好きだと

各学年発達段階に合わせた学校づくりに向けた宣言文発表

まず個人で考え、グループ内で共有し、グルーピングして、宣言文をまとめて



授業の最後に全１３班が、話し合ったことを提言として以下のような宣言文にまとめ、発
表してくれました。あいさつが明るく元気にできるようにしたいという意見が多かったです。
この授業をもとに、生徒たちとともにめざす学校づくりに向けて取り組みます。

「私たちは、みんなが毎日楽しく愛知県１番の学校にしていくために・・・
（ ）の中は、代表的な意見（２～３程度）

【１年生】
Ａ班 班長：石堂響輝 コミュニケーションを取り合い、

いじめのない
（・自分の言動に責任 ･元気よくあいさつ ･いじめをしない）

Ｂ班 班長：中村光佑 元気に笑顔であいさつをして、
気持ちのいい

（・あいさつが飛び交う ・いじめ、けんかのない ・そうじをしっかり）

Ｃ班 班長：松田葉杜 生徒や先生がｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを積極的にとれる
（・自分から皆にあいさつ ・悪口を言わない ・積極的に勉強、意見を言う）

Ｄ班 班長：山本陵聖 仲良く、明るく、元気を大切に、メリハリのある
（・礼儀正しく､明るく元気にあいさつ ･メリハリをつける ･いじめを無くし仲良く）

【２年生】
チャー班 班長：山下晃汰

一人一人が思いやりをもち、明るく元気な
（・思いやりをもつ ・明るく元気に ・メリハリをつける）

くりご班 班長：山下琉空

あいさつを誰にでもできるようにし、
人を傷つけるようなことを絶対しない

（・あいさつ ・よい人間関係 ・いじめ ・地域 ・言葉遣い)
イニシャルズ班 班長：岡田えりな

校則を守り、誰にでも明るくあいさつができる
（・みんながちゃんと授業参加 ・誰にでも明るくあいさつ）

ライキーズ班 班長：伊藤有澄 笑顔であいさつや
声かけをして、仲間はずれ、いじめのない

（・明るく皆にあいさつ ・仲間はずれ０ ・いじめ、差別無し）

【３年生】
１班 班長：家田明門

あいさつやボランティアが積極的にできて地域との交流が深い
（・あいさつをしてコミュニケーションをとる ・地域の人と交流、ボランティア増）

２班 班長：兼井成基

何事にも、熱心に取り組む
（・あいさつと笑顔 ・部活動）

３班 班長:神谷輝理

将来を見据えた言葉づかいができるようにして
個人個人が意見を言えるような環境があること

（・あいさつ、言葉づかいなど社会性
・生徒同士、先生と生徒が意見交換できる）

４班 班長:松本健太

臨機応変（TPO)に対応し、笑顔あふれる
（・礼儀正しく規則を守る ・あいさつ、笑顔元気一杯１００％）

５班 班長：杉浦輝一

一人一人が思いやりをもって行動できるような
（・目を合わせ元気で明るいあいさつ ・生徒同士、先生とも信頼関係を作る行事を）

・・・ができる学校を創っていきます。」


